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教育プログラムに関するチェックシート（3 年生対象） 

 

学籍番号             

氏名               

 

1. あなたが登録されている教育プログラムの□にチェックを入れなさい。 

□電気電子専修プログラム          □電気電子総合プログラム 

 

2. 以下の表に、あなたが修得している単位数を記載し、充足率を計算しなさい。また、充足率を用いて、次のペー

ジのレーダーチャートを完成させなさい。 

 

 電気電子工学科 電気電子システムコース 電気電子専修プログラム 

区分 区分単位数 
学習教育目標に対する科

目区分 
必要最低単位数 充足率 

共通教育 

科目 

人間科学科目    単位/16 単位以上

（A）人間科学科目    単位/16 単位以上    %

 
（B）技術者教養

（技術者倫理）
   単位/2 単位     %

英語科目    単位/6 単位以上 （F）英語科目    単位/6 単位以上    %

専門教育 

科目 

基礎・共通科目 

専門科目 

   単位/102 単位 

（C、D1、D2、E、F の

科目の合計単位数が 102
単位必要） 

（C）工学基礎科目 
   単位/32 単位以上

（※1）
   %

（C1）数学科目    単位/6 単位以上    %

（C2）自然科学科目    単位/5 単位以上    %

（C3）ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ基礎科目    単位/4 単位以上    %

（D1）専門科目    単位/33 単位以上    %

（D2）実験科目    単位/8 単位    %

（E）設計・開発・研究科目    単位/8 単位    %

（F）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目    単位/5 単位    %

任意に選択し修得した科

目 
－  

合計    単位/124 単位     %

 

※1 C1、C2、C3 の合計単位数が 32 単位以上必要 
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レーダーチャート 

 

3. 電気電子専修プログラムの学生は、以下の学習・教育達成目標（A）～（F）の内容について、  の枠内に適

切な語句を記入しなさい。また、「具体的な方針と科目」の項目について朗読し、右側の□にチェックを入れなさ

い。 

 

(A) 人間としての教養を身につける。               

人間の本質や歴史、及び文化、社会とそれに関わる     などについてより深く考察することができる。ま

た、国家間の関係、地球上の人々の          について理解する。 

 

具体的な方針と科目          □ 

本コースでは、技術者として将来活躍するための基盤として、豊かな人間性や科学技術者としての倫理観を培うこ

とを目的とした科目群を人間科学科目（選択科目）として配置している。ここでは、地球的視点から多面的に物事

を考える能力を培うよう学習・教育到達目標を設定している。具体的な科目に関しては、学生要覧 p49～52 の「別

表Ⅰ 学習・教育目標に対する必要単位数と必ず修得する科目」と p53～54「別表Ⅱ 電気電子工学科電気電子シ

ステムコース 分野別推奨履修モデル」に記載されている。 

 

(B) 技術者倫理を修得する。                  

技術者が社会に対して大きな    を負っていることを理解し、技術者の倫理について事例を通して考察で

きるようになる。 

 

具体的な方針と科目          □ 

本コースでは、技術者として重要となる倫理的行動規範を修得させるために、技術者倫理科目を最低 1科目必修と

して配置している。ここでは、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、ならびに技術者が社会に対して負っている
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責任に関する理解を養うよう学習・教育到達目標を設定している。具体的な科目に関しては、学生要覧 p49～52 の

「別表Ⅰ 学習・教育目標に対する必要単位数と必ず修得する科目」と p53～54「別表Ⅱ 電気電子工学科電気電

子システムコース 分野別推奨履修モデル」に記載されている。 

 

(C) 電気電子工学技術者としての基礎を十分に理解する。               

電気電子工学分野の諸問題を解決するため、数学においては基本的な数学手法（微分積分や線形代数など）の 

    および    の理解、自然科学（物理や化学）においては        を理解し、共に

具体的問題の計算ができる。また、プログラミングの基礎を理解する。 

 

具体的な方針と科目                                        □ 

本コースでは、電気電子工学分野の基盤となる数学科目、自然科学科目、コンピュータ基礎科目を配置している。

具体的には、数学科目では数値解析の基本となる微分積分や線形代数に関する科目を必修として最低各 1 科目配置

し、関連科目として修得することが望ましい科目を選択科目として配置している。自然科学科目では、物理や化学

に関する科目を講義と実験からなる選択科目として最低 3 科目以上配置している。コンピュータ基礎科目では、プ

ログラミングやコンピュータの基礎と応用を学ぶための科目を選択科目として最低 1 科目配置している。ここでは、

電気電子工学分野で必要となる数学解法、自然科学現象論、プログラミングの基礎知識を養うよう学習・教育到達

目標を設定している。また、数学科目では習熟度別クラスで基礎学力を培うよう学習・教育到達目標を設定してい

る。具体的な科目に関しては、学生要覧 p49～52 の「別表Ⅰ 学習・教育目標に対する必要単位数と必ず修得する

科目」と p53～54「別表Ⅱ 電気電子工学科電気電子システムコース 分野別推奨履修モデル」に記載されている。 

 

(D) 電気電子工学専門技術者としての学力を身につける。               

(D1) 専門分野の基礎理論および知識の十分な修得と、電気電子情報工学全般の基礎知識を修得する。           

電気電子工学の各専門分野における       ・       を理解し、具体的な計算、解析、プログ

ラミングなどができる。また、それらの知識・技能を駆使して応用できるベースを身につける。 

 

具体的な方針と科目          □ 

本コースでは、電気電子工学分野の基礎理論・知識を確実に修得させるために、電気回路系科目、電磁気学系科目、

電子回路系科目を必修科目として低学年（1 年次、2 年次）に 6 科目配置し、これらの必修科目に関連した基礎科

目として修得することが望ましい科目を選択科目として配置している。特に重要な必修科目（電気回路系科目、電

磁気学系科目）については、同一週に講義と演習を 1 回ずつ開講し、電気電子工学分野の専門基礎学力を確実に修

得できるようにしている。さらに、基礎応用科目として、本コースが掲げているエコエネルギー分野、スマートシ

ステム分野、生体情報システム分野、エレクトロデバイス分野の 4 分野の科目を高学年（3 年次、4 年次）の選択

科目として配置している。各分野に配置されている科目については、本コースが掲げる自立した技術者の育成にお

いて、産業界で広く活躍できる技術者に必要な知識、技能、応用力を担保するために、分野毎に最低限具備すべき

能力を定め、その能力が分野を超えた科目間で概ね同等レベルになるよう学習・教育到達目標が設定されている。

また、修了者が 1 分野のみの修得に偏らないように、明確な主分野を持つ学生であっても他分野の科目を修得でき

るよう科目の配置がされている。さらには、インターンシップなどのキャリア意識を培うための選択科目を高学年

に配置している。このように、電気電子工学分野において必要とされる基礎・専門的知識を低学年次に配置した必

修・選択科目を複合的に修得させることで専門基礎学力が培うよう学習・教育到達目標を設定している。また、高

学年次に配置した基礎応用科目を多岐にわたり修得させることで専門知識を応用する能力が培うよう学習・教育到

達目標を設定している。具体的な科目に関しては、学生要覧 p49～52 の「別表Ⅰ 学習・教育目標に対する必要単

位数と必ず修得する科目」と p53～54「別表Ⅱ 電気電子工学科電気電子システムコース 分野別推奨履修モデル」

に記載されている。 
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(D2) 実験を通じて基本的諸現象の理解を深め、実際的な知識を修得するとともに実技能力を高める。           

電気電子工学の基本的事項について実験を通して理解し、かつ        の操作方法、実験の進め方、

測定データの       および          などを理解する。 

 

具体的な方針と科目          □ 

本コースでは、電気電子工学分野の基礎科目ならびに基礎応用科目に対して、基礎的諸現象をより深く理解し、測

定装置の操作方法、実験の進め方、データの取り扱いなどを習得させるために、2 年次および 3 年次に実験科目を

必修として配置している。この科目は履修者全員を実習に関与させるために数名程度の少人数によるグループで実

習させ、各実験に対して個別指導を充実させるために教員、大学院生で構成した TA（Teaching Assistant）、4 年生の

成績優秀者で構成した SA（Student Assistant）を多数配置している。ここでは、各実習に対してレポート課題を課し、

報告書の作成能力を身に着けさせると同時に自己学習および継続的な学習を促すことで、自主的、継続的に学習す

る能力を培うよう学習・教育到達目標を設定している。具体的な科目に関しては、学生要覧 p49～52 の「別表Ⅰ 学

習・教育目標に対する必要単位数と必ず修得する科目」と p53～54「別表Ⅱ 電気電子工学科電気電子システムコ

ース 分野別推奨履修モデル」に記載されている。 

 

(E) 課題解決能力を高める。                  

課題に対し、与えられた制約の下で        （調査、検討、比較、発見など）して解を求めること

ができる。卒業研究においてはこれに加え、自発的な        と長期にわたる作業を計画的にこな

す能力も身につける。プロジェクトワークショップにおいては、さらに      として一つの課題に取

り組む能力も身につける。 

 

具体的な方針と科目          □ 

本コースでは、モノ作りのための創意工夫を通してデザイン能力の基礎を涵養させるためのワークショップ科目を

選択科目として 1 年次に配置している。この科目を修得できない学生（編入学等の学生）に対しては、ワークショ

ップ科目と同様にデザイン能力の基礎を身につけるための科目（電子回路設計）を 4 年次に選択科目として配置し

ている。また、高学年次で身につけた専門知識と技能を活用して、継続的に課題に取り組む能力を培うと共に、チ

ームワークで問題を解決する能力を涵養させるためのプロジェクトワークショップ科目を 4 年次に必修として配置

している。さらに、各種制約条件を加味しながら継続的に研究課題に取り組み、その過程と結果を論文にまとめプ

レゼンテーションするという一連の研究課程を通して技術者の実践的な能力を身につけるための卒業研究も必修

として 4 年次に配置している。特に、卒業研究では課題解決に必要な知識を習得するための自己学習や研究を継続

する能力を担保するために、指導下における従事時間を最低でも 450 時間以上義務付けている。ここでは、種々の

科学、技術を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力、与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、ま

とめる能力、チームで仕事をするための能力を培うよう学習・教育到達目標を設定している。具体的な科目に関し

ては、学生要覧 p49～52 の「別表Ⅰ 学習・教育目標に対する必要単位数と必ず修得する科目」と p53～54「別表

Ⅱ 電気電子工学科電気電子システムコース 分野別推奨履修モデル」に記載されている。 

 

(F) コミュニケーション／プレゼンテーション能力を高める。               

日本語においては論理的な        、英語については基礎的な           と専

門分野の文献等の      を身につける。また、これらを駆使してコンピュータを用いた明解なプレゼ

ンテーションができる。 
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具体的な方針と科目          □ 

本コースでは、異文化理解を促進し、グローバルな環境で意思疎通ができる能力を涵養させるための英語科目を選

択科目として配置し、電気電子工学分野における英文の専門書や論文を解読するための基礎力を養う技術英語科目

を必修科目として高学年に配置している。また、電気電子工学分野への入り口として、講義、実験、プレゼンテー

ションを一本化したリテラシー科目を 1 年次に必修科目として配置している。さらに、高学年次の必修科目として、

技術報告などをスムーズにこなせる能力を養うためのプレゼンテーション科目を配置している。ここでは、プレゼ

ンテーション科目により口頭発表力等のコミュニケーション能力を身につけさせ、4 年次の必修科目である卒業研

究により論理的な記述力を培うよう学習・教育到達目標を設定している。また、英語科目では習熟度別クラスで基

礎学力を培うよう学習・教育到達目標を設定している。具体的な科目に関しては、学生要覧 p49～52 の「別表Ⅰ 学

習・教育目標に対する必要単位数と必ず修得する科目」と p53～54「別表Ⅱ 電気電子工学科電気電子システムコ

ース 分野別推奨履修モデル」に記載されている。 

 


